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令和2～3年度に搬入された化粧品114製品について，ホルマリン，防腐剤，紫外線吸収剤，タール色素，承認化粧

品成分及びその他配合制限成分の製品への表示状況並びに検査結果をまとめた．配合禁止成分であるホルマリンは，

ホルムアルデヒドとして検査し，ホルムアルデヒドが検出された製品は1製品であった．防腐剤については，フェノ

キシエタノール及びパラオキシ安息香酸エステル類の検出頻度が高かった．化粧品基準に定められた最大配合量を超

過した濃度の防腐剤が検出された製品はなかった．また，表示のない防腐剤が検出された製品は4製品であった．紫

外線吸収剤については，パラメトキシケイ皮酸2-エチルヘキシルの検出頻度が高かった．最大配合量を超過した濃度

の紫外線吸収剤が検出された製品はなかった．また，表示のない紫外線吸収剤が検出された製品はなかった．タール

色素については，黄色4号の検出頻度が高かった．承認化粧品成分については，DL-パントテニルアルコール，グリチ

ルリチン酸ジカリウム及び酢酸dl-α-トコフェロールの検出頻度が高かった．その他の化粧品基準に定められている成

分については，1製品からユビデカレノンが検出された． 
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はは じじ めめ にに 

平成12年9月，化粧品について従前の種別ごとの承認制

が廃止され，欧米と同様に配合禁止・配合制限成分リスト

等による規制に移行するとともに，配合したすべての成分

の名称を表示する制度に移行する旨の通知1)が出された．

平成13年4月施行の化粧品基準2)には，配合禁止・配合制

限成分等が定められている．化粧品基準には，すべての化

粧品に配合が禁止されている成分としてホルマリン等の30

成分が記載されている．また，化粧品に配合可能な防腐剤

や紫外線吸収剤も列挙されている．これらは化粧品の種類

によって最大配合量（以下，上限とする）が定められてい

る．また，タール色素についても配合可能な83種類が定め

られている．さらに，平成19年，化粧品に配合できる医薬

品成分（以下，承認化粧品成分とする）について明確化を

図るため，厚生労働省より33種類の承認化粧品成分とその

上限を示した通知3)が発出された． 

当科では，化粧品基準に定められた成分の一部について

検査を行っており，これまで，ホルマリン，防腐剤，紫外

線吸収剤，タール色素及び承認化粧品成分の使用実態を把

握することを目的として，化粧品の種類ごとに検査結果を

集計し，有用なデータを得ている4-11)．検査対象は薬事監

視員が搬入した化粧品であり，今回は，令和2～3年度に搬

入された114製品について，ホルマリン，防腐剤，紫外線

吸収剤，タール色素，承認化粧品成分及びその他の配合制

限成分の表示状況並びに検査結果について報告する． 

 

実実 験験 方方 法法 

1. 試試料料 

令和2年4月から令和4年3月までに，薬事監視員が都内で

収去又は試買した化粧品114製品について検査した．これ

らの製品を，製品評価技術基盤機構の化学物質管理センタ

ーによる化粧品の区分12)に従い，表1に示す6グループに分

類したところ，スキンケア47製品，メークアップ7製品，

ヘアケア22製品，ボディケア33製品，歯みがき3製品及び

フレグランス2製品であった． 

 

2. 分分析析対対象象成成分分及及びび分分析析方方法法 

ホルマリン，表2に示す防腐剤13成分及び表3に示す紫外

線吸収剤13成分についてはすべての検体で検査を行った．

表2以外の防腐剤，表3以外の紫外線吸収剤，タール色素，  

  

表1. 検査対象の化粧品の内訳 

分類 
製品数 

令和2年度 令和3年度 計 

スキンケア 9 38 47 

メークアップ 1 6 7 

ヘアケア 3 19 22 

ボディケア 23 10 33 

歯みがき 2 1 3 

フレグランス 0 2 2 

計 38 76 114 
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その他の配合制限成分及び承認化粧品成分は，表示のあっ

た製品についてのみ検査を行った． 

ホルマリンはホルムアルデヒド35.0～38.0%を含む成分

であることから13)，分析対象はホルムアルデヒドとした．

ホルムアルデヒドの分析は既報4)の試験法を用いた． 

防腐剤の分析対象成分は，表2に示す13成分に，今回検

査した製品に表示のあった感光素（クオタニウム-51及び

クオタニウム-73），トリクロロヒドロキシジフェニルエー

テル，塩化ベンザルコニウム，クロルキシレノール及びヒ

ノキチオールの6成分を加えた合計19成分であった．表2の

13成分の分析は既報4)の試験法または質量分析計付高速液

体クロマトグラフィー（以下，LC/MSとする）により実

施した．「検出せず」とした検体に関しては，製品中の濃

度がそれぞれ0.01 g/100 g未満の場合とした．表2以外の防

腐剤の試験はフォトダイオードアレイ検出器付高速液体ク

ロマトグラフィー（以下，LC/PDAとする）またはLC/MS

により実施した．「検出せず」とした検体に関しては，製

品中の濃度が，ヒノキチオールは0.005 g/100 g未満，トリ

クロロヒドロキシジフェニルエーテルは0.001 g/100 g未満，

クオタニウム-51は0.0001 g/100 g未満の場合とした． 

紫外線吸収剤の分析対象成分は，表3に示す13成分に，

今回検査した製品に表示のあった2,4-ビス-[{4-(2-エチルヘ

キシルオキシ)-2-ヒドロキシ}-フェニル]-6-(4-メトキシフェ

ニル)-1,3,5-トリアジン（以下，BEMTとする），2-[4-(ジ

エチルアミノ)-2-ヒドロキシベンゾイル]安息香酸ヘキシル

エステル（以下，DHHBとする）及びオキシベンゾン-4の

3成分を加えた合計16成分であった．表3の13成分の分析は

既報4)の試験法を用いた．「検出せず」とした検体に関し

ては，製品中の濃度がそれぞれ0.05 g/100 g未満の場合とし

た．表3以外の紫外線吸収剤の試験はLC/PDAにより実施

した．「検出せず」とした検体に関しては，製品中の濃度

が，DHHBは0.05 g/100 g未満の場合とした． 

タール色素の分析対象成分は，今回検査した製品に表示

のあった，赤色106号，黄色4号，黄色5号，青色1号，赤色

220号，赤色225号，赤色226号，赤色227号，黄色203号，

緑色201号及び赤色504号の11成分であった．タール色素の

定性試験はLC/PDAにより実施した．紫外吸収スペクトル

が確認できない場合は「検出せず」とした． 

その他の配合制限成分は，今回検査した製品に表示のあ

ったユビデカレノンであり，LC/PDAにより実施した． 

承認化粧品成分の分析対象成分は，今回検査した製品に

表示のあったdl-カンフル，DL-パントテニルアルコール，

l-メントール，アラントイン，カフェイン，グリチルリチ

ン酸ジカリウム，酢酸dl-α-トコフェロール及びビサボロー

ルの8成分であり，LC/PDA，水素炎イオン化検出器付ガ

スクロマトグラフィー（以下，GC/FIDとする）または

LC/MSにより実施した．「検出せず」とした検体に関し

ては，dl-カンフル及びグリチルリチン酸ジカリウムは

0.005 g/100 g未満，アラントイン及び酢酸dl-α-トコフェロ

ールは0.001 g/100 g未満の場合とした．  

 

結結果果及及びび考考察察 

1. ホホルルムムアアルルデデヒヒドドのの検検出出状状況況 

ホルマリンは，化粧品への配合が禁止される成分として

化粧品基準2)の別表第1に定められている．ホルマリンは

ホルムアルデヒド35.0～38.0%を含む成分であることから13)， 

表2. 防腐剤13成分の略称 

化粧品基準* 防腐剤 略称 

別表第3の1 安息香酸 BA 

 サリチル酸 SA 

 ソルビン酸 SO 

 デヒドロ酢酸 DA 

 パラオキシ安息香酸メチル MP 

 パラオキシ安息香酸エチル EP 

 パラオキシ安息香酸イソプロピル iPP 

 パラオキシ安息香酸プロピル PP 

 パラオキシ安息香酸イソブチル iBP 

 パラオキシ安息香酸ブチル BP 

 フェノキシエタノール PE 

別表第3の2 イソプロピルメチルフェノール IPMP 

 クロルフェネシン CP 

*：文献2)を参照 

表3. 紫外線吸収剤13成分の略称 

化粧品基準* 紫外線吸収剤 略称 

別表第4の1 2-シアノ-3,3-ジフェニルプロパ-2-エン酸2-エチルヘキシルエステル（別名オクトクリレン） ECA 
 パラアミノ安息香酸エチル EAB 
 4-tert-ブチル-4’-メトキシジベンゾイルメタン BMB 

別表第4の2 サリチル酸オクチル ESA 
 ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノン DHDMB 
 ジヒドロキシベンゾフェノン DHB 
 ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリジンプロピオン酸2-エチルヘキシル EBP 
 テトラヒドロキシベンゾフェノン THB 
 2,4,6-トリス[4-(2-エチルヘキシルオキシカルボニル)アニリノ]-1,3,5-トリアジン TEAT 
 パラジメチルアミノ安息香酸2-エチルヘキシル EDB 
 パラメトキシケイ皮酸2-エチルヘキシル EMC 
 2-ヒドロキシ-4-メトキシベンゾフェノン HMB 
 2,2’-メチレンビス[6-(2H-ベンゾトリアゾール-2-イル)-4-(1,1,3,3-テトラメチルブチル)フェノール] MBP 

*：文献2)を参照 
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以下，ホルムアルデヒドと表記する．検査した114製品中，

ヘアケア1製品（タイ製シャンプー）からホルムアルデヒ

ドが検出された．検出濃度は0.020 g/100 gであった．「検

出せず」とした検体に関しては，製品中の濃度が0.002 

g/100 g未満であった． 

 

2. 防防腐腐剤剤のの検検出出状状況況 

1) 表表示示ののああるる防防腐腐剤剤のの検検出出状状況況 

表示のある防腐剤の検出状況を表4に示す．なお，防腐

剤13成分の略称は表2に記載する．検査した114製品中，68

製品に延べ116成分の防腐剤が表示され，延べ99成分が検

出された．表2の13成分以外に製品に表示のある防腐剤は6

種類であり，クオタニウム-51，クオタニウム-73，トリク

ロロヒドロキシジフェニルエーテル，塩化ベンザルコニウ

ム，クロルキシレノール及びヒノキチオールであった．ク

オタニウム-51はメークアップ1製品，クオタニウム-73は

メークアップ1製品，トリクロロヒドロキシジフェニルエ

ーテルはボディケア1製品，塩化ベンザルコニウムはボデ

ィケア1製品，クロルキシレノールはボディケア1製品，ヒ

ノキチオールはスキンケア1製品に表示があった．化粧品

の分類グループによらず，PE並びに表2に示したパラオキ

シ安息香酸エステル（MP，EP，iPP，PP，iBP及びBP．以

 

表4. 表示のある防腐剤の検出状況 

防腐剤a)  スキンケア メークアップ ヘアケア ボディケア 歯みがき フレグランス 延べ成分数 

BA及びその塩類 小計 6 0 12 0 0 0 18 
 検出する 1 0 12 0 0 0 13 
 検出せずb) 5 0 0 0 0 0 5 
SA及びその塩類 小計 1 0 1 0 0 0 2 
 検出する 1 0 0 0 0 0 1 
 検出せずb) 0 0 1 0 0 0 1 
SO及びその塩類 小計 4 0 1 0 0 0 5 
 検出する 0 0 0 0 0 0 0 
 検出せずb) 4 0 1 0 0 0 5 
DA及びその塩類 小計 0 1 0 0 0 0 1 
 検出する 0 1 0 0 0 0 1 
 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
MP 小計 11 3 9 3 0 0 26 
 検出する 11 3 8 3 0 0 25 
 検出せずb) 0 0 1 0 0 0 1 
EP 小計 1 1 0 0 0 0 2 
 検出する 1 1 0 0 0 0 2 
 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
PP 小計 0 2 1 1 0 0 4 
 検出する 0 2 1 1 0 0 4 
 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
PE 小計 27 3 13 6 0 0 49 
 検出する 26 3 12 6 0 0 47 
 検出せずb) 1 0 1 0 0 0 2 
CP 小計 2 0 0 1 0 0 3 
 検出する 2 0 0 1 0 0 3 
 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
感光素（クオタ
ニウム-51） 

小計 0 1 0 0 0 0 1 
検出する 0 0 0 0 0 0 0 

 検出せずc) 0 1 0 0 0 0 1 
感光素（クオタ
ニウム-73） 

小計 0 1 0 0 0 0 1 
検出する 0 1 0 0 0 0 1 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
トリクロロヒドロキシ
ジフェニルエーテル 

小計 0 0 0 1 0 0 1 
検出する 0 0 0 0 0 0 0 

 検出せずd) 0 0 0 1 0 0 1 
塩化ベンザルコ
ニウム 

小計 0 0 0 1 0 0 1 
検出する 0 0 0 1 0 0 1 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
クロルキシレノ
ール 

小計 0 0 0 1 0 0 1 
検出する 0 0 0 1 0 0 1 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 
ヒノキチオール 小計 1 0 0 0 0 0 1 
 検出する 0 0 0 0 0 0 0 
 検出せずe) 1 0 0 0 0 0 1 
計  53 12 37 14 0 0 116 

a) 略称は表2を参照，b) 製品中の濃度が0.01 g/100 g未満，c) 製品中の濃度が0.0001 g/100 g未満， 

d) 製品中の濃度が0.001 g/100 g未満，e) 製品中の濃度が0.005 g/100 g未満 
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下，パラベンとする）類の検出頻度が高かった．パラベン

類が検出された延べ31成分のうち，約8割にあたる延べ25

成分がMPであった．また，BA及びその塩類はヘアケア製

品（シャンプー，ヘアリンス，整髪料及びコンディショナ

ー）の検出頻度が高かった．なお，上限を超過した濃度の

防腐剤が検出された製品はなかった． 

表示はあるが，検出されない成分（「検出せず」とした

もの）は8種類（BA，SA，SO，MP，PE，クオタニウム-

51，トリクロロヒドロキシジフェニルエーテル及びヒノキ

チオール）延べ17成分であった． 

また，iPP，iBP，BP及びIPMPは表示事例はなく，検出

もされなかった． 

2) 表表示示ののなないい防防腐腐剤剤のの検検出出状状況況 

表示のない防腐剤の検出状況を表5に示す．4製品から表

示のない防腐剤が3種類（BA，SA及びPE）延べ4成分検出

された．なお，上限を超過した濃度の防腐剤が検出された

製品はなかった． 

(1) BA がが検検出出さされれたた事事例例  ヘアケア 2 製品（シャンプー）

から表示のない BA が検出された．検出濃度はどちらも

BA として 0.014 g/100 g であり，上限（BA は 0.2 g/100 g，

BA の塩類は合計量で 1.0 g/100 g）2)以下であった． 

(2) SAがが検検出出さされれたた事事例例 ヘアケア1製品（シャンプー）

から表示のないSAが検出された．検出濃度はSAとして

0.015 g/100 gであり，上限（SAは0.20 g/100 g，SAの塩類は

合計量で1.0 g/100 g）2)以下であった． 

(3) PEがが検検出出さされれたた事事例例  ヘアケア1製品（シャンプー）

から表示のないPEが検出された．検出濃度はPEとして

0.014 g/100 gであり，上限（1.0 g/100 g）2)以下であった． 

3) 防防腐腐剤剤のの検検出出濃濃度度ににつついいてて 

(1) パパララベベンン類類（（3 種種類類のの合合計計値値））  当科で分析してい

る 6種類のパラベン類（MP，EP，iPP，PP，iBP及びBP）

のうち，検出事例があった MP，EP 及び PP について検出

数を合計した結果，27 製品から延べ 31 成分が検出された．

そこで，製品ごとに検出されたパラベン類の合計量を求め

た．上限は，パラベン類の合計量として 1.0 g/100 g と定め

られている 2)．製品ごとの濃度分布を図 1 に示す．パラベ

ン類の合計量はいずれの製品も上限以下であった． 

(2) PE  PE について，検出された合計 48 製品における

濃度分布を図 2 に示す．図 1 のパラベン類の濃度分布と比

較すると，PE はパラベン類よりも上限に近い濃度で検出

された製品があった．PE の濃度はいずれの製品も上限以

下であった． 

 

図1. パラベン類（パラオキシ安息香酸メチル（MP），パラ

オキシ安息香酸エチル（EP）及びパラオキシ安息香酸

プロピル（PP）の3種類）の合計値の検出濃度分布 

 

図2. フェノキシエタノール（PE）の検出濃度分布 
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表5. 表示のない防腐剤の検出状況 

製品 分類 BA SA PE 

1 ヘアケア 0.014  ND  ND  

2 ヘアケア 0.014  ND  ND  

3 ヘアケア ND  0.015  ND  

4 ヘアケア ND  ND  0.014  

BA：安息香酸，SA：サリチル酸，PE：フェノキシエタノール，

単位：g /100 g，ND：製品中の濃度が0.01 g/100 g未満 
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3. 紫紫外外線線吸吸収収剤剤のの検検出出状状況況 

1) 表表示示ののああるる紫紫外外線線吸吸収収剤剤のの検検出出状状況況 

表示のある紫外線吸収剤の検出状況を表6に示す．なお，

紫外線吸収剤13成分の略称は表3に記載する．検査した114

製品中，13製品に延べ21成分の紫外線吸収剤が表示され，

延べ20成分が検出された．表3の13成分で表示のあるもの

は，ECA，BMB，DHB，TEAT，EMC及びHMBであった．

表3の13成分以外に製品に表示のある紫外線吸収剤は

BEMT，DHHB及びオキシベンゾン-4であった．BEMTは

スキンケア1製品及びヘアケア1製品，DHHBはスキンケア

2製品及びヘアケア1製品，オキシベンゾン-4はスキンケア

2製品に表示があった．最も検出頻度の高かったEMCは，

スキンケア製品（日焼け止め及び化粧水），メークアップ

製品（リップクリーム）並びにヘアケア製品（シャンプー

及び整髪料）から検出された．また，日焼け止めからはい

ずれも3種類以上の紫外線吸収剤が検出された．なお，上

限を超過した濃度の紫外線吸収剤が検出された製品はなか

った． 

表示はあるが，検出されない成分（「検出せず」とした

もの）は 1 種類（DHHB）延べ 1 成分であった． 

また，EAB，ESA，DHDMB，EBP，THB，EDB 及び

MBP は表示事例もなく，検出もされなかった． 

2) 表表示示ののなないい紫紫外外線線吸吸収収剤剤のの検検出出状状況況 

表示のない紫外線吸収剤が検出された製品はなかった． 

3) 紫紫外外線線吸吸収収剤剤のの検検出出濃濃度度ににつついいてて 

紫外線吸収剤のうち，検出頻度の高かった EMC が検出

された 3 グループ（スキンケア製品，メークアップ製品及

びヘアケア製品）合計 7 製品における濃度分布を図 3 に示

す．スキンケア製品の日焼け止めは，使用者を紫外線から

保護するために，紫外線吸収剤の濃度が高い傾向にあると

推測される．

 
 

表6. 表示のある紫外線吸収剤の検出状況 

紫外線吸収剤  スキンケア メークアップ ヘアケア ボディケア 歯みがき フレグランス 延べ成分数 

ECAa) 小計 1 0 0 0 0 0 1 

 検出する 1 0 0 0 0 0 1 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

BMBa) 小計 0 2 0 0 0 0 2 

 検出する 0 2 0 0 0 0 2 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

DHBa) 小計 0 1 0 0 0 0 1 

 検出する 0 1 0 0 0 0 1 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

TEATa) 小計 1 0 0 0 0 0 1 

 検出する 1 0 0 0 0 0 1 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

EMCa) 小計 3 2 2 0 0 0 7 

 検出する 3 2 2 0 0 0 7 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

HMBa) 小計 0 2 0 0 0 0 2 

 検出する 0 2 0 0 0 0 2 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

BEMT 小計 1 0 1 0 0 0 2 

検出する 1 0 1 0 0 0 2 

検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

DHHB 小計 2 0 1 0 0 0 3 

検出する 1 0 1 0 0 0 2 

検出せずb) 1 0 0 0 0 0 1 

オキシベンゾン-4 小計 2 0 0 0 0 0 2 

検出する 2 0 0 0 0 0 2 

 検出せず 0 0 0 0 0 0 0 

計  10 7 4 0 0 0 21 

BEMT：2,4-ビス-[{4-(2-エチルヘキシルオキシ)-2-ヒドロキシ}-フェニル]-6-(4-メトキシフェニル)-1,3,5-トリアジン 

DHHB：2-[4-(ジエチルアミノ)-2-ヒドロキシベンゾイル]安息香酸ヘキシルエステル 

a) 略称は表3を参照，b) 製品中の濃度が0.05 g/100 g未満 
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図3. パラメトキシケイ皮酸2-エチルヘキシル（EMC）の

検出濃度分布 

 
4. タターールル色色素素のの検検出出状状況況 

タール色素の検出状況を表7に示す．検査した114製品中，

9製品に延べ15成分のタール色素が表示され，いずれも検

出された．タール色素はすべての化粧品に使用できるもの

と粘膜に使用されることがない化粧品に使用できるもの14)

に分けられるが，すべての製品で正しく表示されていた． 

表示のある9製品のうち、1成分が表示されていた製品は

5製品，2成分が表示されていた製品は3製品，4成分が表示

されていた製品は1製品あった．複数の色素が表示されて

いた製品はメークアップ製品（除光液），ヘアケア製品

（シャンプー，整髪料及びヘアトリートメント）であった．

検出数は黄色4号が3製品と最多であった． 

また，表示のないタール色素が検出された事例はなかっ

た． 

 

5. 承承認認化化粧粧品品成成分分のの検検出出状状況況 

承認化粧品成分の検出状況を表8に示す．検査した114製

品中，42製品に延べ56成分の承認化粧品成分が表示され，

延べ51成分が検出された．このうち，検出頻度の高かった

DL-パントテニルアルコール，グリチルリチン酸ジカリウ

ム及び酢酸dl-α-トコフェロールは，いずれも12製品から検

出された．DL-パントテニルアルコールは，ヘアケア製品

（シャンプー，整髪料及びヘアトリートメント）で検出頻

度が高かった．グリチルリチン酸ジカリウムは，スキンケ

ア製品（顔用クリーム，シェービングジェル，化粧水，乳

液及び洗顔料）や，ヘアケア製品（シャンプー及びコンデ

ィショナー）で検出頻度が高かった．酢酸dl-α-トコフェロ

ールは，スキンケア製品（シェービングジェル，美容液，  

表8. 承認化粧品成分の検出状況 

承認化粧品成分  計 

dl-カンフル 小計 2 

 検出する 1 
 検出せずa) 1 

DL-パントテニルアルコール 小計 12 

 検出する 12 
 検出せず 0 

l-メントール 小計 7 

 検出する 7 
 検出せず 0 

アラントイン 小計 5 

 検出する 4 
 検出せずb) 1 

カフェイン 小計 1 

 検出する 1 
 検出せず 0 

グリチルリチン酸ジカリウム 小計 13 

 検出する 12 
 検出せずa) 1 

酢酸dl-α-トコフェロール 小計 14 

 検出する 12 
 検出せずb) 2 

ビサボロール 小計 2 

 検出する 2 
 検出せず 0 

計  56 

a) 製品中の濃度が0.005 g/100 g未満， 

b) 製品中の濃度が0.001 g/100 g未満 

 

化粧用油，クレンジング及びスキンケアオイル）で検出頻

度が高かった． 

表示はあるが，検出されない成分（「検出せず」とした

もの）は4種類（dl-カンフル，アラントイン，グリチルリ

チン酸ジカリウム及び酢酸dl-α-トコフェロール）延べ5成

分であった．なお，配合上限を超過した濃度の承認化粧品

成分が検出された製品はなかった． 
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表7. タール色素の検出状況 

医薬品等に使用することができる 
タール色素を定める省令* 

タール色素 検出数 

別表第一部 赤色106号 2 

 黄色4号 3 

 黄色5号 1 

 青色1号 1 

別表第二部 赤色220号 1 

 赤色225号 1 

 赤色226号 1 

 赤色227号 2 

 黄色203号 1 

 緑色201号 1 

別表第三部 赤色504号 1 

計  15 

*：文献14)を参照 

 

Ann. Rep. Tokyo Metr. Inst. Pub. Health, 73, 2022



東 京 健 安 研 セ 年 報，73, 2022 

 

155

6. そそのの他他のの化化粧粧品品基基準準にに定定めめらられれてていいるる成成分分 

ユビデカレノンは，化粧品への配合が制限される成分と

して化粧品基準2)の別表第2に定められている．検査した

114製品中，シェービングジェル1製品にユビデカレノンが

表示され，同成分が検出された． 

 

まま とと めめ 

令和2年4月から令和4年3月までに搬入された化粧品114

製品について検査を行った結果，1製品からホルムアルデ

ヒドが検出された． 

防腐剤は68製品に延べ116成分が表示され，延べ99成分

が検出された．このうち，PEやパラベン類の検出頻度が

高かった．4製品から表示のない防腐剤（BA，SA，PE）

が延べ4成分検出された．上限を超過した濃度の防腐剤が

検出された製品はなかった． 

紫外線吸収剤は13製品に延べ21成分が表示され，延べ20

成分が検出された．このうち，EMCの検出頻度が高かっ

た．上限を超過した濃度の紫外線吸収剤が検出された製品

はなかった． 

タール色素は9製品に延べ15成分のタール色素が表示さ

れ，いずれも検出された．このうち，黄色4号の検出頻度

が高かった． 

承認化粧品成分は42製品に延べ56成分が表示され，延べ

51成分が検出された．このうち，DL-パントテニルアルコ

ール，グリチルリチン酸ジカリウム及び酢酸dl-α-トコフェ

ロールの検出頻度が高かった．上限を超過した濃度の承認

化粧品成分が検出された製品はなかった． 

その他の化粧品基準に定められている成分として，1製

品にユビデカレノンが表示され，同成分が検出された． 

今後も，化粧品における検査結果を蓄積し，ホルマリン

や防腐剤，紫外線吸収剤，タール色素，承認化粧品成分等

の使用実態の把握に努めていきたい． 
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Analysis of Ingredients in Cosmetics from April 2020 to March 2022 

 

Daisuke TERAOKAa, Hideki HASHIMOTOa, Atsuko NARUSEa, Yuri SAITOa, Aya NAKAMURAa, 

Keiko MINOWAa, Yoshimitsu ITOa, Toshinari SUZUKIa, Takako MORIYASUb, and Akiko INOMATAa 

 

We examined several ingredients, such as formalin, preservatives, ultraviolet (UV) absorbers, tar colors, medical drug ingredients, and 

other ingredients that are permitted for cosmetics, in 114 cosmetic products collected or purchased in Tokyo from April 2020 to March 

2022. Formalin, one of the ingredients prohibited for use in cosmetics in Japan, was detected in one cosmetic product. As for preservatives, 

phenoxyethanol, p-oxybenzoic acid esters and their sodium salts were detected frequently. The amounts of each preservative in these 

products were under the specified maximum amount described in the Standards for Cosmetics in Japan. However, in 4 cosmetic products, 

we detected some preservatives, but their names were not listed on their immediate container or wrapping. As for UV absorbers, 2-

ethylhexyl p-methoxycinnamate was detected most frequently. No product contained UV absorbers over the specified maximum amount, 

and all of the UV absorbers detected were listed on their immediate container or wrapping. As for tar colors, Yellow No. 4 was detected 

with high frequency. As for medical drug ingredients for cosmetics, DL-pantothenyl alcohol, dipotassium glycyrrhizinate, and dl-α-

tocopherol acetate were detected in many products. Ubidecarenone, one of the ingredients limited for use in cosmetics in Japan, was 

detected in one cosmetic product. 

 

Keywords: cosmetics, formalin, formaldehyde, preservatives, UV absorbers, tar colors, medical drug ingredients for cosmetics, 

ubidecarenone 
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